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日本語の基本動詞であるシルとワカルは、認識に関わる類義語であり、中国語ではしば

しば「知道」「明白」など近い訳語で処理される。しかし、両動詞は常に置き換えられる

わけではなく、認識対象の性質、格形式、動詞形態、共起要素、前後文脈によって意味焦

点が変化する。本研究は、シルとワカルの意味を実例に基づいて記述し、語義ごとの対応

関係と置き換え可能性を明らかにすることを目的とする。

調査資料として、『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』を用い、語彙素読み

「シル」「ワカル」によって抽出した各200例を分析対象とした。分析では、動詞の形態、

認識対象の表示形式、共起要素、前後文脈を確認し、それぞれの用例がどの語義に属する

かを判定した。

その結果、シルの語義は、「情報・知識を取得・保持する」、「理解・熟知する」、

「経験・体験する」、「面識・認知する」、「責任を回避する」に整理した。一方、ワカ

ルの語義は、「判明する」、「理解する」、「同定・識別する」、「会得する」、「応

答・承諾する」に整理した。

さらに、本研究では、語義間の置き換え可能性を整理した。ただし、置き換え可能性は、

単に文法的に入れ替えられるかどうかではなく、置き換え後に原文の語義が保持されるか

どうかを基準として判断した。

分析の結果、シルの語義1「情報・知識を取得・保持する」の下位分類1a「情報獲得」と

ワカルの語義1「判明する」の下位分類1a「事実・結果の判明」は対応しやすく、シルの語

義2「理解・熟知する」とワカルの語義2「理解する」は、肯定形で理解状態を表す場合に

は対応しやすいことが分かった。シルの語義3「経験・体験する」は経験を通した理解が中

心である場合はワカルのの語義2a「意味の理解」に対応することが可能だが、経験そのも

のが中心である場合は対応しない。シルの語義4「面識・認知する」はワカルに対応する語

義がない。また、シルの語義5「責任を回避する」は、シルの独特の語義としてワカルに対

応しない。

ワカルからシルへの置き換えにおいても、語義によって対応の程度が異なる。ワカルの

語義1a「事実・結果の判明」はシルの語義1a「情報獲得」に対応する、ワカル語義1b「未

確定事態の不明・判断保留」は、「知らない」ではなく「知れない」「知ることができな

い」などの可能否定形式によって近い内容を表して対応する。ワカルの語義3「同定・判別

する」は、シルに置き換えると既知状態や情報獲得の意味に移りやすく、対応しない。ワ

カル語義4「会得する」は、「機微を知る」のようなシルの語義2「理解・熟知する」とは

対応する。

以上の分析から、シルとワカルは類義関係にありながら、語義、構文、形態、語用機能

によって対応関係が制限されることが明らかになった。また、この結果は中国語訳にも示

唆を与える。すなわち、シルを一律に「知道」、ワカルを一律に「明白」と対応させるの

ではなく、情報獲得、内容理解、経験、同定、会得、応答といった語義ごとに訳語を選択

する必要がある。ただし、本研究では中国語訳の体系的分類や教材化までは行わず、今後

の課題として位置づける。
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